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⑴

ン
ト
等
を
行
う
市
民
に
対
し
、

食
品
を
取
り
扱
う
こ
と
の
危
険

性
を
伝
え
、
よ
り
一
層
安
全
で

衛
生
的
な
管
理
と
、
食
中
毒
発

生
の
防
止
に
努
め
て
い
く
。

酒
井　

信
孝（

市
民
派
ク
ラ
ブ
）

　
消
火
器
の
標
識
は
短
辺

８
㌢
㍍
以
上
、
長
辺
24
㌢
㍍
以

上
、
赤
地
に
白
字
で
消
火
器
と

表
示
す
る
基
準
が
、
昭
和
44
年

消
防
庁
通
達
に
あ
る
。
本
庁
舎

の
表
示
は
簡
易
型
で
、
明
ら
か

に
通
達
に
反
し
て
い
る
こ
と
や
、

所
在
が
わ
か
り
に
く
い
現
状
に

つ
い
て
市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

消
火
器
の
表
示
は
、
庁

舎
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
慮
し
決
定

し
た
。
通
達
は
法
令
に
定
め
の

な
い
標
識
の
色
や
サ
イ
ズ
に
つ

い
て
の
助
言
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
所
在
が
わ
か
り
に
く
い

⑸
塚
本　

昌
紀（

藤
沢
市
公
明
党
）

　
神
奈
川
県
が
江
の
島
に

設
置
す
る
津
波
避
難
誘
導
標
識

の
、
夜
間
に
災
害
が
起
き
た
時

の
対
策
及
び
島
内
か
ら
江
の
島

大
橋
や
国
道
１
３
４
号
線
で
避

難
す
る
際
の
誘
導
等
、
よ
り
広

域
の
対
策
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
県
設
置
の
標
識
は
蓄
光

式
の
素
材
を
採
用
し
、
発
光
す

る
こ
と
で
視
認
性
を
確
保
す
る

と
聞
い
て
い
る
。
今
後
、
島
周

辺
の
橋
や
国
道
を
管
理
す
る
県

と
避
難
誘
導
対
策
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
片

瀬
江
ノ
島
駅
敷
地
内
へ
の
津
波

避
難
施
設
の
整
備
に
向
け
、
鉄

道
事
業
者
と
協
議
を
進
め
る
。

　
今
後
、
広
域
的
な
避
難

誘
導
策
を
考
え
る
際
、
統
一
的

な
形
状
、
地
上
２
・
５
㍍
以
上
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
内
蔵
で
視
認
性
が
確
保

さ
れ
た
標
識
の
設
置
が
有
効
と

考
え
る
が
見
解
を
聞
き
た
い
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
式
は
明
る
い
状

態
が
持
続
し
、
高
架
型
は
よ
り

視
認
性
に
優
れ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
が
、
蓄
電
機
能
や
基

礎
造
成
、
柱
の
設
置
を
要
す
る

な
ど
費
用
面
の
課
題
も
あ
る
た

め
、
先
進
的
な
取
り
組
み
事
例

の
調
査
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、

効
果
的
、
効
率
的
な
手
法
に
つ

い
て
検
討
を
深
め
、
地
域
住
民

や
観
光
客
の
円
滑
な
避
難
に
結

び
付
く
よ
う
対
策
に
取
り
組
む
。

井
上　

裕
介

　
　
　
（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

　
過
去
か
ら
毎
年
の
よ
う

に
労
働
基
準
法
第
36
条
に
基
づ

く
労
使
協
定
に
抵
触
す
る
状
況

に
あ
る
が
職
員
の
人
事
管
理
に

対
す
る
市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　
一
部
の
職
場
で
協
定
に

抵
触
す
る
状
況
で
あ
り
、
月
に

70
時
間
を
超
え
る
時
間
外
勤
務

堺　

英
明　
　
　
　
　

（
ふ
じ
さ
わ
湘
風
会
）

　
昨
今
の
本
市
の
財
政
難

に
加
え
、
相
次
ぐ
不
祥
事
の
発

生
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
現
状
、
職
員

の
給
与
は
毎
年
上
が
り
続
け
て

い
る
。
市
民
に
痛
み
を
押
し
付

け
る
だ
け
で
な
く
、
み
ず
か
ら

命
令
は
、
法
令
遵
守
の
観
点
や

健
康
面
の
配
慮
義
務
か
ら
も
、

所
属
長
に
よ
る
業
務
分
担
の
調

整
及
び
業
務
の
進
捗
管
理
に
問

題
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
法
令
を
遵
守
し
て
い
く

上
で
、
時
間
外
勤
務
手
当
の
視

点
か
ら
も
行
財
政
改
革
や
働
き

方
改
革
を
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　
時
間
外
勤
務
の
縮
減
は
、

所
属
長
に
よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
早
急

に
対
策
を
講
じ
、
全
て
の
課
で

協
定
に
抵
触
し
な
い
職
場
環
境

を
つ
く
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

ま
ず
は
、
所
属
職
員
の
仕
事

の
進
捗
を
管
理
職
全
員
で
把
握

し
た
上
で
所
属
長
が
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
行
い
、
そ
の
結
果
必
要

な
場
合
に
所
要
の
時
間
外
勤
務

を
命
ず
る
こ
と
を
徹
底
す
る
こ

と
で
状
況
が
改
善
さ
れ
、
年
次

休
暇
の
取
得
促
進
や
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
維
持
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。
こ
の
こ

と
を
、
働
き
方
改
革
の
取
り
組

み
の
柱
と
し
て
進
め
て
い
く
。

永
井　

譲
　
　
　
（
民
主
ク
ラ
ブ
）

　
本
市
に
お
け
る
住
民
福

祉
の
増
進
の
た
め
、
外
国
に
つ

な
が
る
市
民
に
対
し
て
、
積
極

的
な
施
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
多
文
化
共
生

推
進
施
策
に
お
け
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
ま
た
、
日
本
語
習

得
の
た
め
、
本
市
か
ら
日
本
語

教
室
へ
の
支
援
が
必
要
と
考
え

る
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

　
藤
沢
市
多
文
化
共
生
の

る
よ
う
連
携
に
努
め
て
い
く
。

武
藤　

正
人（

藤
沢
市
公
明
党
）

　

市
内
の
縁
日
祭
礼
等
で

食
品
を
取
り
扱
う
場
合
に
届
け

出
る
意
味
と
届
け
出
件
数
に
つ

い
て
、
ま
た
、
市
民
の
健
康
を

守
る
視
点
か
ら
、
幅
広
い
周
知

等
に
取
り
組
む
必
要
性
が
あ
る

と
考
え
る
が
見
解
を
聞
き
た
い
。

　
食
品
の
調
理
、
販
売
等

を
行
う
場
合
は
、
食
品
衛
生
法

に
基
づ
く
営
業
許
可
を
申
請
し
、

取
得
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
臨

時
的
か
つ
短
期
の
イ
ベ
ン
ト
に

付
随
し
て
行
う
場
合
、
営
業
許

可
が
必
要
と
の
判
断
は
し
て
い

な
い
。
市
内
に
お
け
る
縁
日
祭

礼
の
全
件
数
及
び
届
け
出
の
割

合
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
近

年
、
不
特
定
多
数
が
参
加
す
る

イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
食
中
毒
事

故
が
発
生
し
て
お
り
、
事
故
防

止
の
た
め
、
藤
沢
市
縁
日
祭
礼

等
に
お
け
る
食
品
の
調
理
・
販

売
行
為
に
係
る
食
品
衛
生
指
導

要
領
を
定
め
、
届
け
出
時
に
、

取
扱
品
目
や
衛
生
管
理
に
つ
い

て
適
切
な
指
導
等
を
行
っ
て
い

か
ど
う
か
は
市
と
し
て
統
一
し

た
見
解
を
述
べ
る
こ
と
は
困
難

と
考
え
る
。
一
方
、
本
庁
舎
の

供
用
開
始
後
１
年
が
た
ち
、
市

民
か
ら
の
意
見
が
あ
る
こ
と
や
、

市
庁
舎
が
安
全
面
で
他
の
模
範

と
な
る
べ
き
で
も
あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
観
点
で
検
証
し
、
常
に

見
直
す
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。　

　
通
達
で
示
さ
れ
た
安
全

性
の
最
低
基
準
を
下
回
る
の
で

あ
れ
ば
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
な
ど

で
補
い
、
直
ち
に
防
火
体
制
を

強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
市
の

見
解
を
聞
き
た
い
。

　

イ
ラ
ス
ト
や
図
で
視
覚

的
に
伝
え
る
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の

消
火
器
付
近
へ
の
設
置
は
、
外

国
人
来
訪
者
に
配
慮
し
た
避
難

誘
導
に
有
効
と
さ
れ
る
た
め
、

本
庁
舎
に
お
け
る
避
難
誘
導
等

の
際
に
、
配
慮
が
必
要
な
方
へ

の
わ
か
り
や
す
い
サ
イ
ン
表
示

と
し
て
、
消
火
器
ピ
ク
ト
グ
ラ

ム
導
入
の
検
討
を
始
め
て
い
る
。

る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

出
張
講
座
等
の
機
会
を
捉
え
、

食
中
毒
に
対
す
る
認
識
や
リ
ス

ク
等
の
周
知
、
啓
発
を
図
っ
て

い
る
。
今
後
は
よ
り
効
果
的
な

周
知
に
努
め
、
引
き
続
き
食
中

毒
事
例
の
収
集
を
行
い
、
イ
ベ

も
身
を
切
る
べ
き
と
の
声
が
職

員
の
間
か
ら
も
聞
こ
え
て
く
る

が
、
大
胆
な
公
務
員
給
与
削
減

を
実
行
し
、
抜
本
的
な
行
財
政

改
革
を
推
し
進
め
る
こ
と
に
対

す
る
市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　
職
員
の
給
与
カ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
、
本
市
の
厳
し
い
財

政
状
況
に
鑑
み
、
カ
ッ
ト
を
行

う
べ
き
だ
と
い
っ
た
意
見
が
あ

る
一
方
、
職
員
の
士
気
の
低
下

を
考
慮
す
る
と
カ
ッ
ト
は
す
べ

き
で
は
な
い
と
い
っ
た
意
見
も

あ
る
。

　

ま
た
、
住
居
手
当
に
つ
い
て

も
、
廃
止
す
べ
き
と
の
意
見
の

ほ
か
に
、
一
定
の
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
の
あ
る
制
度
に
す
べ
き
と

の
意
見
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
一

般
行
政
職
に
対
す
る
給
与
に
つ

い
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
平

均
で
約
３
・
５
％
の
引
き
下
げ

を
行
う
と
と
も
に
、
退
職
手
当

の
引
き
下
げ
も
段
階
的
に
実
施

し
て
き
て
い
る
。
今
後
は
、
住

居
手
当
を
初
め
と
し
て
、
引
き

続
き
適
正
な
給
与
制
度
の
構
築

に
努
め
て
い
く
。

北
橋　

節
男（市

民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

　
図
書
館
が
地
域
と
連
携

す
る
こ
と
や
、
今
後
の
図
書
館

を
支
え
る
人
材
育
成
と
し
て
の

若
い
世
代
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
総
合
市
民
図
書
館
で
は
、

近
隣
自
治
会
、
地
区
商
店
会
等

に
協
力
を
い
た
だ
き
、
図
書
館

ま
つ
り
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、

藤
沢
マ
イ
ス
タ
ー
を
招
い
た
講

座
を
開
催
し
、
地
域
の
商
業
、

産
業
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会

づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

次
代
の
図
書
館
を
支
え
る
人
材

育
成
の
た
め
、
中
高
生
の
職
業

体
験
や
大
学
生
の
実
習
等
を
受

け
入
れ
、
若
い
人
た
ち
が
図
書

館
へ
の
理
解
を
深
め
る
機
会
の

提
供
を
行
い
、
今
後
も
取
り
組

み
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

　
図
書
館
が
、
生
涯
つ
き

合
え
る
居
場
所
と
な
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
か
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
高
齢
社
会
の
進
展
に
よ

る
新
た
な
ニ
ー
ズ
や
関
心
に
応

え
る
た
め
、
福
祉
部
門
等
と
連

携
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

市
民
の
自
発
的
、
積
極
的
な
活

動
を
支
え
る
生
涯
学
習
の
場
と

し
て
の
役
割
も
担
い
、
人
生
１

０
０
年
時
代
を
迎
え
、
市
民
に

対
し
て
一
生
を
通
じ
た
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
学
び
や
活
動
の
拠

点
と
し
て
、
人
生
を
豊
か
に
す

る
居
場
所
と
な
る
図
書
館
を
目

指
し
て
い
く
。

神
村　

健
太
郎

（
ふ
じ
さ
わ
湘
風
会
）

　
中
期
財
政
見
通
し
や
今

後
の
人
口
構
造
の
変
化
を
踏
ま

え
る
と
、
若
者
の
減
少
は
、
持

続
可
能
な
市
政
運
営
を
揺
る
が

す
大
き
な
要
因
で
あ
る
。
市
民

活
動
の
活
性
化
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
る
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
を
踏
ま
え
、
市
民
活
動

を
活
性
化
さ
せ
る
都
市
宣
言
を

制
定
し
、
行
政
と
市
民
活
動
の

一
体
感
を
持
た
せ
る
べ
き
と
考

え
る
が
市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　
少
子
超
高
齢
化
の
進
展

に
伴
う
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

は
、
ま
ち
の
活
力
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
と
認
識
し
て

お
り
、
住
民
と
の
き
め
細
か
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

地
道
に
積
み
重
ね
、
地
域
社
会

の
一
体
感
を
創
出
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
が
江

の
島
で
開
催
さ
れ
る
と
い
う
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
を
、
本
市
の
政

策
の
優
位
性
と
し
て
最
大
限
に

生
か
し
、
若
者
世
代
の
行
動
や

考
え
方
の
特
徴
に
着
目
し
な
が

ら
市
民
活
動
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

そ
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
を
契
機
と
し
て
、
現
在
の

市
民
憲
章
が
で
き
た
経
緯
と
そ

の
理
念
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え

な
が
ら
、
住
民
意
識
の
高
揚
と

と
も
に
市
民
活
動
の
気
運
が
高

ま
り
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
、

人
の
和
が
成
熟
し
、
レ
ガ
シ
ー

と
な
っ
た
と
き
に
、
都
市
宣
言

な
ど
が
見
え
て
く
る
と
考
え
る
。

柳
沢　

潤
次

（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

　
職
員
の
意
識
改
革
と
不

祥
事
等
の
再
発
防
止
策
が
打
ち

出
さ
れ
、
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
る
最
中
に
、
賃
借
料
の
滞
納
、

物
品
や
非
正
規
職
員
の
賃
金
の

遅
配
等
が
発
覚
し
た
。
本
気
の

再
発
防
止
策
が
求
め
ら
れ
る
が

市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　
行
財
政
改
革
２
０
２
０

の
基
本
方
針
に
お
い
て
、
職
員

の
意
識
改
革
に
関
し
て
明
示
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不

適
正
な
事
務
執
行
が
相
次
い
で

判
明
し
た
点
を
重
く
受
け
止
め
、

内
部
統
制
制
度
を
ハ
ー
ド
、
ソ

フ
ト
の
両
面
か
ら
見
直
し
、
法

令
遵
守
の
徹
底
に
つ
い
て
全
職

員
に
浸
透
す
る
よ
う
努
め
る
。

　
不
祥
事
を
な
く
し
、
不

適
切
な
事
務
処
理
を
改
善
す
る

に
は
、
本
市
の
定
数
管
理
の
方

針
を
見
直
し
、
必
要
な
職
場
に

必
要
な
正
規
職
員
を
配
置
し
、

非
正
規
職
員
を
減
ら
す
べ
き
と

考
え
る
が
見
解
を
聞
き
た
い
。

　
職
場
ご
と
の
職
員
定
数

及
び
定
員
の
算
定
は
、
定
員
管

理
基
本
方
針
の
考
え
方
を
踏
ま

え
、
年
度
ご
と
に
業
務
の
実
態

や
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
状
況

な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
行

っ
て
い
る
。
多
様
な
任
用
形
態

の
職
員
の
活
用
を
含
め
た
定
員

の
抑
制
を
図
る
一
方
で
、
必
要

に
応
じ
て
適
切
に
増
員
を
行
う

と
と
も
に
、
職
員
一
人
一
人
の

適
性
や
職
務
経
験
に
応
じ
た
適

材
適
所
の
人
事
配
置
を
行
っ
て

お
り
、
今
後
も
庁
内
組
織
の
整

備
に
努
め
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
指
針
に
基
づ
く
事

業
と
し
て
、
藤
沢
市
外
国
人
市

民
会
議
を
設
置
し
て
お
り
、
外

国
に
つ
な
が
る
市
民
の
意
見
を

市
の
施
策
へ
反
映
す
る
こ
と
及

び
外
国
人
市
民
が
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
す
る
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、

各
種
届
け
出
や
ご
み
の
出
し
方
、

子
育
て
な
ど
生
活
情
報
を
掲
載

し
、
６
言
語
に
翻
訳
し
た
ふ
じ

さ
わ
生
活
ガ
イ
ド
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
提
供
や
セ
ミ
ナ
ー
等

を
開
催
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
外
国
に
つ
な
が
る
市

民
に
と
っ
て
、
日
本
語
の
習
得

は
大
変
重
要
で
あ
り
、
市
民
団

体
等
が
主
催
す
る
日
本
語
教
室

と
の
連
携
に
努
め
て
お
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
不
足
が
課
題
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

担
い
手
を
ふ
や
す
た
め
、
日
本

語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を

開
催
し
て
い
る
。
今
後
と
も
、

日
本
語
習
得
機
会
が
確
保
さ
れ
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衛生管理を適切に指導し、食品の安全について周知、啓発を図る

神奈川県が江の島に設置する避難誘導標識のサインイメージ図

津
波
避
難
誘
導
標
識
の
設
置

 
Ｌ
Ｅ
Ｄ
式
・
高
架
型
の
課
題
を
研
究

　
円
滑
な
避
難
誘
導
対
策
に
取
り
組
む

時
間
外
勤
務
の
縮
減

働
き
方
改
革
で
改
善
を

多
文
化
共
生
推
進
施
策

日
本
語
習
得
の
支
援
を

縁
日
祭
礼
の
食
品
衛
生

食
中
毒
予
防
に
努
め
る

簡
易
型
の
消
火
器
表
示

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
導
入
検
討

給与等引き下げを段階的に実施
公務員給与削減の実行
適正な給与制度の構築に努める

市
民
活
動
の
活
性
化

都
市
宣
言
の
制
定
を

不
祥
事
の
再
発
防
止
策

適
切
な
人
事
配
置
に

図
書
館
と
地
域
の
連
携

生
涯
通
じ
た
居
場
所
に


